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研究の概要

• 万葉仮名

• 文字資料

• ことば



上代の文字表記



上代とは

• 上つ代、はるか昔、古代

奈良時代を中心とした時代区分の一つ
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万葉集

• 編纂された歌集

内容 歌

形態 紙 巻子本→写本

目的 歌の記録

編纂当時のものは現存していない



木簡

• 出土する文字資料

内容 行政文書 習書 歌

形態 木

用途 一時的な記録

折って捨てられたもの 文字部分が削られたもの



仏足石歌

• 歌碑

内容 御仏の足跡をたたえる歌

形態 石

目的 歌の記録

文字の一部に剥落がある

廣岡義隆『佛足石記佛足跡歌碑歌研究』和泉書院 2015



上代特殊仮名遣い



概説

万葉仮名による音の区別

甲類 乙類 キ ヒ ミ ケ ヘ メ コ ソ ト ノ モ ヨ ロ ギ ビ ゲ ベ ゴ ゾ ド

本居宣長 石塚龍麿 橋本進吉 大野晋

甲類 乙類

恋 古非 故非 心 許己呂 己許呂

子 古 故 此 許 己



問題の所在

上代特殊仮名遣いの区別

厳密 仮名の違い＝音の違い

ゆるい 仮名の違い≠音の違い

資料の性質とどのように関わるのか？
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資料性と「違例」



資料性と「違例」

万葉集 木簡 仏足石歌

内容 歌 歌 歌

形態 紙 木 石

目的 後世に残す記録 実用 廃棄する 後世に残す記録

「違例」 僅か 目立つ 多い



先行論

犬飼隆『木簡による日本語書記史【2011増訂版】』笠間書房 2005初版 2011増訂版
187頁

古事記と木簡 「天皇に献上する「晴」の文献に対して、日常ふだんに使い捨てる「褻」のもの、
という相違は、漢字使用の相違にも明瞭にあらわれている」

乾善彦『日本語書記用文体の成立基盤』塙書房 2017 194頁

万葉集 「日常の文字生活からはやや離れたところに位置するもの」

文献 文字生活

万葉集 晴 非日常

木簡 褻 日常



仏足石歌の位置づけ

• 位置づけが曖昧

後世に残すための記録

上代特殊仮名遣いがあまり区別されていない

資料性と文字表記の関係を検討する



資料性と「違例」の関係

万葉集 木簡

文字が記される物質 形態
享受のされ方 用いられ方

書く態度＝「違例」のあらわれ方

木簡 仏足石歌

物を見ることのできる人たちの間で享受されるもの

限られたコミュニティで伝わる文字表記



まとめ

• 上代の文字＝漢字

• 万葉仮名

• 上代特殊仮名遣い

• 「違例」 資料ごとのばらつき

• 資料の性質 文献の形態 享受のされ方



ご清聴ありがとうございました。


